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近作を集めた最後の部屋には、《Do vou believe in magic ? 》《I’m so proud of you》の大作２
点が展示され異彩を放っている。これらは以前のバロック絵画的な光と影の対比とは違って、どちらか
というと古いカラーフィルム映画のような、どんよりとした明るさが印象的だ。また最近作である肖像

















































































の類型とそれぞれの特徴を明確にしている。また、第 4 章の第 2 節では、性的と受け取られる可能性の
ある表現についても一定の考察を加えている。こうした作品研究を経て、第 5章では、もちろん独立した
作品として見ることも可能な自作が、間作品間の関係性のなかに置かれることによって、如何に共通し
た世界観を生みだすかということを、具体的な 2 つの展示プランとともに論述している。この展示プラ
ンは実際に本審査の公開展示として見ることができ、論文と展示が高い相関性を持って提示されるとい
う点でも優れた効果をあげていた。 
このような構成と内容をもつ唐仁原氏の博論の論文部分には、もちろん幾つかの課題が散見される。例
えば西洋文化という概念のあまりに大きなくくり方や、時として見受けられる紋切り型の理解、あるい
は同様に、自分で設定したカテゴリーを用いて論述を行う過程で、それに当てはめようとする意識が強
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くなるがあまり、そこには収まりきらない自作の魅力的な特質を捨象してしまう傾向がある点などが惜
しまれる。第１，２章で扱った参照源についても、もちろん彼女の作品においては、この双方が、高度な
技法とコンテクストの置き換えによって、より豊かな連想と解釈の幅を持ちながら展開しているのだが、
ともすると図像上の対応関係ばかりが指摘され、この豊かな幅が言語化できていないところが見受けら
れる。また、子どもの性表現にかんする考察にかんしては、十分な結論に至れたとは言い難い。ここで唐
仁原氏は、日本の社会における、幼児性愛に繋がりかねない表現に対する認識の甘さや現状を浮彫りに
はしており、その点は評価できる。子どもの性的表現については論文の主題ではないこと、研究の過程で
受けた他者からの問題提起を無視せず、一定水準の内容としてまとめてきたことなどから、この点をも
って本論文にとっての根本的不足とすることはしなかった。 
他の不足点は論文全体からすれば軽微なものと言え、唐仁原氏の博論は、現代の具象絵画としての自身
の作品が、如何なる文化的基盤の上に成立しているかを一定以上明らかにしている。また自作にとって
の（そして現代の鑑賞者にとっての）文化的基盤を論じる過程で、現代社会における情報共有の在り方
と、それに関連した文化的アイデンティティの変容の問題にも触れることとなり、本論文は（技法のルー
ツとしてはさておき）西洋を中心として意識せざるを得なかった油彩画のとらえ方に関しても一石を投
じうる内容をはらんでいる。以上のことを総合し、本論文の意義と水準は、作品とあわせて博論として合
格とするのに十二分なものであると、審査員全員が判断した。 
